
４ その他 
 

４－１   学位取得者 
 

称 号 取得大学 論 文 題 目 氏 名 取得年月日 

農学博士 東京大学 スギ構造材の材質推定と長期耐力評価に関する研究 荒武 志朗 
平成9年 

3月3日 

農学博士 九州大学 
Identification and specific detection of 

basidiomycetes by molecular biological methods 
須原 弘登 

平成15年 

6月30日 

農学博士 九州大学 
高温低湿乾燥法におけるスギ心持ち柱材の乾燥性に

関する研究 
小田 久人 

平成18年 

3月27日 

農学博士 京都大学 
ラグスクリューボルトの耐力発現機構の解明と木質

ラーメン構造への応用に関する研究 
中谷 誠 

平成18年 

5月23日 

農学博士 九州大学 
構造用集成材を指向した低曲げヤング係数スギ材の

強度性能評価と歩留り向上に関する研究 
森田 秀樹 

平成20年 

3月25日 

農学博士 九州大学 
スギ厚板の構造的利用、とくに合わせ梁と集成材への

応用に関する研究 
田中 洋 

平成21年 

3月24日 

農学博士 九州大学 
ホットプレスによるスギ心持ち柱材の表面割れ抑制

処理に関する研究 
松元 明弘 

平成24年 

3月27日 
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４－２   表彰者 
 
 

受賞年月 賞の名称 受賞者名 授与機関名 受賞内容 

H14.7.1 宮崎県知事表彰 木材利用技術センター 宮崎県 

木材利用技術センター
の設立功績及び技術指
導実績 

H16.2.5 

全国林業試験研究
機関協議会研究功
労賞 

荒武 志朗 
全国林業試験 

研究機関協議会 

スギの材質推定と長期
耐力評価に関する研究 

H16.2.21 
日本木材学会地域
学術振興賞 

荒武 志朗 日本木材学会 

スギの材質推定と長期
耐力評価に関する宮崎
県地域における学術発
展と研究成果の普及 

H16.7.1 宮崎県知事表彰 木材利用技術センター 宮崎県 

県産スギ集成材を使用
した木の花ドームの建
設 

H18.10.8 
日本木材学会九州
支部黎明研究者 

森田 秀樹 
日本木材学会 

九州支部 

丸太選別及び木取りに
よる構造用集成材スギ
ラミナの歩留り向上
（第 2 報） 

H20.2.7 

全国林業試験研究
機関協議会研究功
労賞 

小田 久人 
全国林業試験 

研究機関協議会 

九州産スギ材の材質と
心持ち柱材の乾燥性に
関する研究 

H20.7.4 宮崎県知事表彰 小田 久人 宮崎県 

高温乾燥法によるスギ
心持ち柱材の乾燥性に
関する研究による博士
学位取得等 

H23.2.5 

土木学会デザイン
賞 

2010 最優秀賞 

木材利用技術センター 土木学会 

堀川運河の「夢見橋」
構造検討・設計協力並
びにボードデッキ設計
協力 

H23.7.1 宮崎県知事表彰 木材利用技術センター 宮崎県 

スギとヒノキを用いた
構造用異樹種集成材の
開発 

H27.7.1 宮崎県知事表彰 木材利用技術センター 宮崎県 
綾中学校校舎の建築に
係る技術支援 

H28.3.29 
日本木材学会地域
学術振興賞 

小田 久人 日本木材学会 

南九州における地域材
利用技術の開発と木材
産業への貢献 
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４－２   表彰者（つづき） 
 
 

受賞年月 賞の名称 受賞者名 授与機関名 受賞内容 

H29.3.24 宮崎県総務部長賞 木材利用技術センター 宮崎県 
県庁本館における木
質化の取組 

H29.7.１ 
宮崎県環境森林部
長賞 

木材利用技術センター 宮崎県 

本県公共建築物の木
造率の向上及び県産
材の利用促進 

H29.9.29 
｢科研費｣審査委員
表彰 

荒武志朗 
独立行政法人日本学
術振興会 

公平・公正な審査へ
の貢献 

H28.3.29 

第 66 回 

日本木材学会大会 

優秀ポスター賞 

堂籠究･須原弘登 (一社)日本木材学会 

スギエダタケを用い
たスギ成分の生物交
換 

H30.3.16 

第 68 回 

日本木材学会大会
優秀ポスター賞 

須原弘登 他 5 名 (一社)日本木材学会 

未利用木質資源の半
炭化処理による利用
法 
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４－３ 客員研究員 
 

研究体制の充実強化及び研究員の資質の向上を図るため、第一線で活躍している研究者を招へい

する客員研究員制度を実施している。併せて、客員研究員による県内企業への技術指導を実施して

いる。 

氏 名 所 属・役 職 専攻分野 期 間 研 究 実 施 内 容 

五十田博 

京都大学 生存圏研究所  

生活圏構造機能分野教授 

 

建築構造分野の活性化支

援委員会 

長野建築物構造専門委員

会委員 

史跡旧文武学校整備委員

会委員 

木質構造 

構造システム 

耐震工学 

30.7.31 

○既存の木質系部材･接合部や木質

構造の構造性能評価と補強技術の

開発 

○新たな木質系部材･接合部の開発

と構造システムに関する研究 

○木質系部材や木質構造と他材料･

構造を併用した構造の性能評価 

姜 鍚求 
忠南大学校 

農業生命科学大学 
木材工学 

31.1.15 

~1.18 

韓国の都市木質化、そして

Ply-lam-CLT の当為性と開発経過 

古俣寛隆 

地方独立行政法人 

北海道立総合研究機構 

森林研究本部林産試験場 

ライフサイク

ルアセスメン

ト 

経営分析 

産業連関分析 

31.2.20 

~2.22 

○木材需要の変動要因分析と需要変

動への対応策に関する研究 

○国産材 CLT の製造コスト低減お

よび需要拡大のための検討 

○国産材 CLT の普及拡大に向けた

利用モデルの構築と検証 

藤田弘毅 

九州大学 農学研究院 

環境農学部門 

サスティナブル資源科学

講座 助教 

樹木生化学 
31.2.28 

~3.1 

○木材由来タール状物質からのテル

ペン類の分離・精製 

○テルペン類の化学変換 
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４－４   視察者 

（１）視察者 

（単位：件・人） 

年 度 H13～23 H24 H25 H26 H27 H27 H28 H30 累 計 

件 数 1,406 105 135 145 130 108 116 127 2,272 

人 数 20,031 1,042 1,199 1,412 1,224 1,282 1,447 1,619 29,256 

※視察者とは見学者を含む 

（２）視察者内訳（平成30年度） 

（単位：人） 

視 察 日 視察者・団体名（25 人以上） 視察者数 

30. 5.17 南九州大学人間発達学部子ども教育学科 51 

30. 6.15 都城市立祝吉小学校 141 

30. 6.27 株式会社九州建設サポート 30 

30. 7.23 都原児童センターひいらぎ児童クラブ 64 

30. 8. 2 こどもの家学童クラブ 75 

30. 8. 6 わくわくキッズ Miyazaki 25 

30. 8. 8 東小学校ひいらぎ 1室 2室児童クラブ 48 

30. 8.29 鹿屋市森林・林業活性化議員連盟 28 

30.10. 9 宮崎県立宮崎工業高等学校インテリア科 41 

30.10.11 宮崎県立高城高等学校 79 

30.10.17 宮崎県立都城工業高等学校 25 

30.11. 5 
上長飯エンゼル第 1･第 2児童クラブ 

上長飯認定こども園児童クラブ 
87 

30.11.13 三股町立宮村小学校 50 

30.11.17 
みやざきの森と木造住宅を学ぶセミナー＆受託

探訪 
29 

30.11.21 宮崎県立都城工業高等学校インテリア科 45 

31. 1.25 韓国実務者研修（南部） 44 

   

   

   

 25 人以上計 862 

 
25 人未満計 757 

 合 計 1,619 
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1,

82
0

4,
68

0

基
盤

研
究

Ｃ
中

・大
規

模
木

造
建

築
物

に
お

け
る

接
合

部
の

長
期

性
能

の
解

明
Ｈ

３
０

～
Ｒ

０
２

1,
17

0
1,

17
0

計
0

0
0

0
3,

70
0

1,
90

0
1,

00
0

2,
07

3
1,

31
4

3,
35

4
4,

29
0

6,
39

0
3,

38
0

0
0

0
0

1,
17

0
28

,5
71

件
数

0
0

0
0

2
2

2
2

2
2

3
4

2
0

0
0

0
1

延
べ

10

そ
の

他
の

補
助

金
一

覧
表

事
業

名
研

究
課

題
Ｈ

１
３

Ｈ
１

４
Ｈ

１
５

Ｈ
１

６
Ｈ

１
７

Ｈ
１

８
Ｈ

１
９

Ｈ
２

０
Ｈ

２
１

Ｈ
２

２
Ｈ

２
３

Ｈ
２

４
Ｈ

２
５

Ｈ
２

６
Ｈ

２
７

H
２

８
H

２
９

H
３

０
計

林
野

庁
補

助
事

業
　

　
非

住
宅

建
築

分
野

へ
の

地
域

材
利

用
推

進
事

業
大

規
模

木
造

非
住

宅
横

架
材

ス
パ

ン
事

例
集

、
汎

用
金

物
の

開
発

Ｈ
２

３
14

,1
75

14
,1

75

試
験

研
究

機
関

連
携

推
進

事
業

木
材

乾
燥

及
び

炭
生

産
時

に
発

生
す

る
油

脂
・タ

ー
ル

類
の

効
果

的
活

用
に

関
す

る
研

究
Ｈ

２
５

～
Ｈ

２
８

2,
00

0
1,

50
0

50
0

4,
00

0

環
境

リ
サ

イ
ク

ル
技

術
開

発
・事

業
化

支
援

事
業

（可
能

性
調

査
）

廃
プ

ラ
及

び
剪

定
草

木
を

原
料

と
し

た
高

発
熱

量
固

形
燃

料
等

の
開

発
可

能
性

調
査

Ｈ
２

７
～

Ｈ
２

８
35

9
17

8
53

7

環
境

リ
サ

イ
ク

ル
技

術
開

発
・事

業
化

支
援

事
業

（基
礎

実
験

型
可

能
性

調
査

）
廃

プ
ラ

及
び

半
炭

化
剪

定
草

木
を

用
い

た
高

発
熱

固
形

燃
料

の
試

作
及

び
コ

ス
ト

試
算

と
市

場
性

調
査

Ｈ
２

８
～

Ｈ
２

９
11

9
44

8
56

7

森
林

整
備

加
速

化
林

業
再

生
事

業
(交

付
金

)
宮

崎
県

産
ス

ギ
を

用
い

た
新

た
な

C
L
T
の

開
発

Ｈ
２

７
17

,9
59

17
,9

59

革
新

的
技

術
開

発
・緊

急
展

開
事

業
（う

ち
先

導
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

要
求

性
能

に
応

じ
た

木
材

を
提

供
す

る
た

め
、

国
産

大
径

材
丸

太
の

強
度

か
ら

建
築

部
材

の
強

度
を

予
測

す
る

技
術

の
開

発
Ｈ

２
８

～
Ｒ

０
２

1,
83

0
3,

12
2

10
,6

33
15

,5
85

環
境

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
支

援
事

業
木

材
乾

燥
蒸

気
の

ス
ク

ラ
バ

ー
処

理
液

に
含

ま
れ

る
木

材
由

来
精

油
を

用
い

た
塗

料
の

開
発

可
能

性
調

査
Ｈ

３
０

～
Ｒ

０
1

33
7

33
7

計
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
14

,1
75

0
0

2,
00

0
19

,8
18

2,
62

7
3,

57
0

10
,9

70
53

,1
60

件
数

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1

3
4

2
2

延
べ

7

外
部

資
金

導
入

合
計

Ｈ
１

３
Ｈ

１
４

Ｈ
１

５
Ｈ

１
６

Ｈ
１

７
Ｈ

１
８

Ｈ
１

９
Ｈ

２
０

Ｈ
２

１
Ｈ

２
２

Ｈ
２

３
H

２
４

Ｈ
２

５
Ｈ

２
６

Ｈ
２

７
H

２
８

H
２

９
H

３
０

計

金
額

　
計

4
,0

0
0

2
,2

0
0

7
,0

7
0

1
1
,4

9
1

1
2
,3

2
4

1
0
,6

7
4

3
5
,4

3
4

3
1
,1

0
5

3
0
,7

1
4

3
6
,2

5
4

4
5
,7

6
5

3
8
,4

9
0

3
,3

8
0

2
,0

0
0

1
9
,8

1
8

2
,6

2
7

3
,5

7
0

1
2
,1

4
0

3
0
9
,0

5
6

件
数

　
計

1
1

3
5

6
7

8
6

3
3

5
5

2
1

3
4

2
3

延
べ

2
8

実
施

期
間

単
位

（千
円

・件
）

単
位

（千
円

・件
）

実
施

期
間

単
位

（千
円

・件
）

実
施

期
間

単
位

（千
円

・件
）
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 予
算

受
け

入
れ

を
伴

わ
な

い
共

同
研

究
事

業
等

共
同

研
究

者
研

究
課

題
Ｈ

１
３

Ｈ
１

４
Ｈ

１
５

Ｈ
１

６
Ｈ

１
７

Ｈ
１

８
Ｈ

１
９

Ｈ
２

０
Ｈ

２
１

Ｈ
２

２
Ｈ

２
３

Ｈ
２

４
Ｈ

２
５

Ｈ
２

６
Ｈ

２
７

H
２

８
H

２
９

H
３

０
計

(株
)コ

シ
イ

プ
レ

ザ
ー

ビ
ン

グ
加

圧
用

寸
法

安
定

剤
を

用
い

た
収

縮
抑

制
効

果
及

び
割

れ
防

止
効

果
の

検
討

に
関

す
る

研
究

Ｈ
１

７
～

H
１

８
○

○

新
日

本
製

鐵
㈱

、
㈱

大
建

設
計

大
型

木
造

ド
ー

ム
に

お
け

る
金

属
製

シ
ャ

フ
ト

を
利

用
し

た
木

材
用

接
手

及
び

こ
れ

を
用

い
た

木
材

の
接

合
方

法
に

関
す

る
研

究
Ｈ

１
７

～
Ｈ

１
８

○
○

㈱
ザ

イ
エ

ン
ス

保
存

処
理

し
た

木
柵

の
野

外
暴

露
に

伴
う

耐
朽

性
に

関
す

る
研

究
Ｈ

１
７

～
Ｈ

２
２

○
○

○
○

○
○

韓
国

ソ
ウ

ル
大

学
校

農
業

生
命

科
学

大
学

新
し

い
軸

組
木

造
の

研
究

Ｈ
１

８
～

Ｈ
２

1
○

○
○

○

(株
)コ

シ
イ

プ
レ

ザ
ー

ビ
ン

グ
加

圧
用

割
れ

抑
制

剤
を

用
い

た
エ

ク
ス

テ
リ

ア
部

材
の

割
れ

抑
制

効
果

の
検

討
及

び
塗

料
耐

用
年

数
の

検
討

に
関

す
る

研
究

Ｈ
１

８
～

Ｈ
２

２
○

○
○

○
○

宮
崎

木
材

保
存

工
業

(協
）、

岩
崎

産
業

㈱
保

存
処

理
し

た
木

柵
等

の
野

外
暴

露
に

伴
う

耐
久

性
に

関
す

る
研

究
Ｈ

１
８

～
Ｈ

２
２

○
○

○
○

○

外
山

木
材

(株
)、

百
井

鋼
機

(株
)、

(有
)岐

阜
木

材
乾

燥
加

熱
蒸

気
式

乾
燥

に
よ

る
ス

ギ
構

造
材

な
ど

の
乾

燥
特

性
に

関
す

る
共

同
研

究
Ｈ

１
９

～
Ｈ

２
０

○
○

㈱
ミ

ロ
モ

ッ
ク

ル
モ

ッ
ク

ル
処

理
を

利
用

し
た

宮
崎

県
産

材
利

用
促

進
に

つ
い

て
の

研
究

及
び

高
温

高
圧

乾
燥

技
術

を
利

用
し

た
木

材
利

用
促

進
に

つ
い

て
の

研
究

Ｈ
１

９
～

Ｈ
２

６
○

○
○

○
○

○
○

○

宮
崎

県
森

林
組

合
連

合
会

輸
出

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
事

業
（海

外
向

け
仕

様
書

の
研

究
調

査
）に

関
す

る
共

同
研

究
Ｈ

２
０

○

大
淀

開
発

（株
）

中
小

規
模

ス
ギ

木
造

施
設

の
開

発
・実

用
化

Ｈ
２

１
○

大
淀

開
発

（株
）

宮
崎

県
地

域
型

住
宅

、
ス

ギ
を

中
心

と
す

る
国

産
材

輸
出

仕
様

の
開

発
Ｈ

２
１

○

宮
崎

県
森

林
組

合
連

合
会

中
小

規
模

非
住

宅
木

造
施

設
の

開
発

、
ス

ギ
を

中
心

と
す

る
国

産
材

輸
出

仕
様

の
開

発
Ｈ

２
１

○

和
信

化
学

工
業

（株
）

木
材

保
護

着
色

塗
料

の
屋

外
耐

候
性

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

の
研

究
Ｈ

２
１

～
Ｈ

２
４

○
○

○
○

久
保

産
業

（株
）

非
木

造
向

け
木

質
内

装
材

の
開

発
・実

用
化

Ｈ
２

２
○

久
保

産
業

（株
）

輸
出

ニ
ー

ズ
に

適
応

し
た

建
築

物
向

け
国

産
材

イ
ン

フ
ィ

ル
部

材
の

技
術

開
発

Ｈ
２

２
～

Ｈ
２

４
○

○
○

（株
）大

三
商

行
サ

ン
テ

ッ
ク

事
業

部
輸

出
ニ

ー
ズ

に
適

応
し

た
建

築
物

向
け

国
産

材
イ

ン
フ

ィ
ル

部
材

の
技

術
開

発
Ｈ

２
２

～
Ｈ

２
４

○
○

○

新
栄

合
板

工
業

（株
）

輸
出

ニ
ー

ズ
に

適
応

し
た

建
築

物
向

け
国

産
材

イ
ン

フ
ィ

ル
部

材
の

技
術

開
発

Ｈ
２

２
～

Ｈ
２

４
○

○
○

ア
ジ

ア
型

ス
ギ

軸
組

木
造

研
究

会
生

育
の

早
い

人
工

林
ス

ギ
を

利
用

し
た

東
ア

ジ
ア

型
軸

組
木

造
仕

様
の

研
究

・開
発

Ｈ
２

２
～

Ｈ
２

４
○

○
○

N
P

O
法

人
　

緑
の

列
島

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

伝
統

的
構

法
の

設
計

法
作

製
及

び
性

能
検

証
実

験
Ｈ

２
２

～
Ｈ

２
４

○
○

○

（株
）タ

ツ
ミ

軽
軟

材
ス

ギ
用

の
接

合
具

及
び

接
合

金
物

の
開

発
Ｈ

２
２

～
Ｈ

２
４

○
○

○

サ
ウ

ス
ウ

ッ
ド

宮
崎

協
同

組
合

ビ
ニ

ル
ハ

ウ
ス

を
用

い
た

木
材

乾
燥

促
進

試
験

Ｈ
２

３
○

東
日

本
パ

ワ
ー

フ
ァ

ス
ニ

ン
グ

(株
)

軽
軟

材
ス

ギ
用

の
接

合
具

及
び

接
合

金
物

の
開

発
Ｈ

２
３

～
Ｈ

２
４

○
○

江
間

忠
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
ス

ギ
精

油
の

健
康

増
進

効
果

を
切

り
口

と
し

た
新

規
機

能
性

の
探

索
Ｈ

２
３

～
Ｈ

２
４

○
○

(株
)コ

シ
イ

プ
レ

ザ
ー

ビ
ン

グ
寸

法
収

縮
抑

制
剤

を
用

い
た

A
Q

商
品

開
発

Ｈ
２

３
～

Ｈ
２

５
○

○
○

京
都

大
学

生
存

圏
研

究
所

C
L
T
（C

ro
ss

　
la

m
in

at
ed

 t
im

be
r）

を
用

い
た

中
・大

規
模

木
造

建
築

物
の

開
発

Ｈ
２

３
～

Ｈ
２

８
○

（1
55

）
○

（1
90

）
○

（1
68

）
○

（2
00

）
○

（1
53

）
○

（1
50

.5
）

京
都

大
学

生
存

圏
研

究
所

大
型

木
造

の
接

合
部

に
お

け
る

生
物

劣
化

を
評

価
す

る
た

め
の

基
礎

的
研

究
Ｈ

２
３

～
Ｈ

２
８

○
(1

70
)

○
（2

50
）

○
（1

80
）

○
（2

20
）

○
（2

10
）

○
（2

20
）

○
（2

20
）

ナ
イ

ス
（株

）
構

造
用

集
成

材
の

高
い

性
能

と
製

材
む

く
材

の
美

し
さ

を
併

せ
も

つ
ス

ギ
３

層
合

わ
せ

材
の

開
発

、
そ

れ
を

用
い

た
軸

組
構

法
モ

デ
ル

住
宅

展
示

等
に

よ
る

開
発

成
果

の
普

及
活

動
Ｈ

２
４

～
Ｈ

２
５

○
○

桑
山

建
築

研
究

所
、

大
淀

開
発

（株
）

輸
出

ニ
ー

ズ
に

適
応

し
た

建
築

物
向

け
国

産
材

イ
ン

フ
ィ

ル
部

材
の

技
術

開
発

（ス
ギ

間
仕

切
り

壁
パ

ネ
ル

の
国

内
実

証
試

験
）

Ｈ
２

４
○

（株
）タ

ツ
ミ

、
東

日
本

パ
ワ

ー
フ

ァ
ス

ニ
ン

グ
（株

）
軽

軟
材

ス
ギ

用
の

接
合

具
及

び
接

合
金

物
の

実
用

化
Ｈ

２
４

～
Ｈ

２
６

○
○

○

日
本

エ
ン

バ
イ

ロ
ケ

ミ
カ

ル
ズ

（株
）

地
域

別
暴

露
に

よ
る

木
材

保
護

塗
料

の
耐

候
性

評
価

Ｈ
２

４
～

Ｈ
２

６
○

○
○

木
構

造
振

興
(株

)、
国

立
大

学
法

人
京

都
大

学
Ｃ

Ｌ
Ｔ

に
お

け
る

ラ
グ

ス
ク

リ
ュ

ー
ボ

ル
ト

の
接

合
性

能
の

解
明

と
設

計
条

件
の

検
討

Ｈ
２

５
○

ナ
イ

ス
(株

)
ス

ギ
大

径
材

か
ら

の
合

わ
せ

材
製

造
技

術
、

及
び

合
わ

せ
材

を
在

来
軸

組
構

法
へ

利
用

す
る

技
術

を
産

業
と

し
て

成
り

立
た

せ
る

た
め

の
研

究
Ｈ

２
５

○

京
都

大
学

生
存

圏
研

究
所

間
伐

材
等

林
地

残
材

の
シ

ロ
ア

リ
に

よ
る

劣
化

促
進

Ｈ
２

５
～

Ｈ
２

８
○

（1
80

）
○

（1
50

）
○

（1
70

）
○

（2
40

）
○

 （2
30

）

（株
）S

U
M

ID
A

バ
イ

オ
マ

ス
　

半
炭

化
物

の
製

造
技

術
及

び
製

造
施

設
の

開
発

及
び

こ
れ

を
用

い
た

バ
イ

オ
マ

ス
燃

料
の

開
発

に
関

す
る

研
究

Ｈ
２

６
～

H
２

８
○

○
○

銘
建

工
業

（株
）

C
L
T
製

品
の

品
質

向
上

試
験

及
び

C
L
T
パ

ネ
ル

の
接

合
部

試
験

Ｈ
２

６
○

オ
ス

モ
&
エ

ー
デ

ル
(株

)
オ

ス
モ

カ
ラ

ー
外

装
用

塗
料

ウ
ッ

ト
ス

テ
イ

ン
プ

ロ
テ

ク
タ

ー
の

宮
崎

県
に

お
け

る
外

部
耐

候
性

の
検

証
Ｈ

２
７

～
H

２
９

○
○

(株
)日

向
中

島
鉄

工
所

新
バ

イ
オ

マ
ス

燃
料

の
開

発
Ｈ

２
７

～
H

２
８

○
○

ナ
イ

ス
(株

)
宮

崎
県

産
ス

ギ
赤

身
材

の
特

性
評

価
に

関
す

る
研

究
Ｈ

２
８

～
　

　
H

２
９

H
２

９
○

○

（株
）ワ

ン
ス

テ
ッ

プ
、

宮
崎

大
学

宮
崎

県
産

木
材

飫
肥

杉
を

活
用

し
た

木
製

遊
具

の
開

発
Ｈ

２
８

～
H

２
９

○
○

ナ
イ

ス
（株

）
宮

崎
県

産
ス

ギ
材

の
耐

久
性

評
価

に
関

す
る

研
究

H
３

０
～

○

（株
）ザ

イ
エ

ン
ス

保
存

処
理

し
た

木
柵

の
野

外
暴

露
に

伴
う

耐
朽

性
に

関
す

る
研

究
H

２
９

～
Ｒ

０
３

○
○

若
松

木
材

（株
）

県
産

ヒ
ノ

キ
か

ら
木

取
り

し
た

板
材

の
評

価
及

び
構

造
用

集
成

材
製

造
に

関
す

る
研

究
H

３
０

○

（有
）枦

木
木

材
ス

ギ
小

径
丸

太
か

ら
木

取
り

し
た

板
材

よ
る

C
L
T
製

造
に

関
す

る
研

究
H

３
０

～
○

（株
）黄

河
木

材
乾

燥
機

排
蒸

気
か

ら
の

精
油

回
収

装
置

の
開

発
H

３
０

～
Ｒ

０
２

○

広
島

大
学

、
（株

）ス
ト

ロ
ー

グ
ラ

グ
ス

ク
リ

ュ
ー

ボ
ル

ト
の

ク
リ

ー
プ

特
性

に
関

す
る

研
究

H
３

０
～

Ｒ
０

２
○

ナ
イ

ス
（株

）
宮

崎
県

産
ス

ギ
材

の
調

湿
性

能
の

検
証

H
３

０
～

○

南
九

州
木

材
事

業
協

同
組

合
ウ

ッ
ト

ン
フ

ァ
イ

バ
ー

の
土

壌
改

良
材

と
し

て
の

評
価

に
関

す
る

研
究

H
３

０
○

件
数

　
計

0
0

0
0

3
6

6
7

9
12

14
17

10
8

6
8

5
8

課
題

数
４

７

受
託

・共
同

研
究

件
数

　
合

計
Ｈ

１
３

Ｈ
１

４
Ｈ

１
５

Ｈ
１

６
Ｈ

１
７

Ｈ
１

８
Ｈ

１
９

Ｈ
２

０
Ｈ

２
１

Ｈ
２

２
Ｈ

２
３

Ｈ
２

４
Ｈ

２
５

H
２

６
H

２
７

H
２

８
H

２
９

H
３

０
計

件
数

　
合

計
1

1
3

5
9

13
14

13
12

15
19

22
12

9
9

12
7

11
課

題
数

７
５

　
　

　
計

に
お

い
て

は
研

究
課

題
数

で
あ

る
　

　
　

　
　

※
（　

　
）は

研
究

費
、

単
位

（千
円

）

江
間

忠
研

究
助

成
金

（7
50

）

共
同

利
用

研
究

費
（1

01
6.

5）

共
同

利
用

研
究

費
（1

,4
70

）

共
同

利
用

研
究

費
（9

70
）

実
施

期
間

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
計

に
お

い
て

は
す

べ
て

研
究

課
題

数
の

計
で

あ
る

備
考

（7
50

）
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